足の 酔漢が とびこんで 来た。 

「う— い、 いい 気持 だ。 な、 なにもい うこと はねえ や- 

天下 泰平と おいでな すった ね」 

ひとりごと 

取りと め もない 独白の あと は、 鼻に かかる 何やら 

音頭の 歌い 放し。 

すると、 その後 からまた 一人の 男が、 同じ この 横丁 

にと びこんで きた。 

前の 千鳥足の 酔漢 は、 小 ざつば りした もじり 外套 を 

は お いき ふうてい 

羽織った 粋な 風体 だが、 後から 出て きたの は、 よれよ 

はんてん みす ぼら 

れの 半纏 を ひっかけた 見窶 しい 身なり をして いる。 

大道 も 狭い と 云わん ばかりに 蹣跚 いて ゆく 酔漢の 背 



後に、 半纏 着の 男 はつつ と 迫って いった。 

「あつ、 な、 なに をす る J 

おどろ 

と 酔漢が 愕 きの 声 を あげる ところ を、 半纏 着の 男 

は 酔漢の 襟が みっかんで、 ず でんどうと 鋪 道に なげと 

ばした。 

「うぬ、 —— 」 

と 起き あがろう とする の を、 半纏 男 は 背後から 馬 乗 

リ になって、 何やら 棒の ような もので ぼか ぼかと 滅多 

うち。 

ぐたり と 伸びる ところ を、 半纏 男 は 足 を もってず る 

ち ソず 

ずると 堀ば たに 引 張って ゆき、 足蹴に して ど ー んと堀 



ことだった。 

奇怪な の は 警官隊の 態度 だ つ た。 映画 撮影 を 見物し 

ている わけで も あるまい し、 この 暴行 を 眼の 前に 見な 

がら、 知らん顔 をして いるので あった。 

あきえん 

折から 一 台の 空 円 タクが、 スピ— ドを ゆるめて この 

横丁に 入つ てきた。 

「おい、 運転手さん、 ちょっと 手 を 貸して くれない か」 

半纏 着の 男 は 手 を あげて 叫んだ。 

「おう、 どうした どうした」 

「いや、 酔 払いが、 この 堀の 中に 落つ こって、 もうす 

こしで 土左衛門になる ところだった よ。 だいぶ ai をし 



ている らしい から、 その 辺の 病院まで 搬んで くれない 

ゝ I 

力」 

「うん、 よしきた」 

円 タク は、 濡れ鼠の 二人 を 吸い こむ と、 そのまま 明 

石 町の 方へ 走り去った。 

すると、 軒端に 隠れて いた 警官隊が ぞろぞろと 出て 

来た。 

「や あ、 どうも 御苦労 さま。 署へ かえって、 熱い もの 

でも 一 杯 喰べ ようじ やない か」 

「じっとして いたんで、 風 を 引いて しまったよ。 はつ 

くしょい」 



警官隊 は、 ぞろぞろと 引上げて いった。 どこまでも 

奇妙な 築地 夜話であった。 



秘密 工事 

「わしんと この 吉が御 厄介に なつと ります そうで、 I 

I」 

まっさお 

と、 シン プ ソン 病院の 受付に、 真青に なって とびこ 

んで 来た 五十 がらみ の 請負師ら しい 男が あった。 



原 ロ吉治 は、 ベッドの 上に うん うん 唸って いた。 

親方の 声 を 聞く と、 さすがに ちょっと 唸り 声 を やめ 

たが、 しばらく すると、 またた まら なくなって 前より 

ひどく 唸り だした。 

「どうしたんだ、 士 n。 だから あれく らい 云つ といた 

じ やねえ か。 酒 を 呑み あるい ちゃい けない。 もし 呑む 

ん だったら、 わしの 家で 呑め、 それなら 間違い もな く 

て 済む からと、 あれほど 云って 置いた のに、 これ じ や 

しょうが ないじ やない か」 

と 見舞いに 来たの か、 叱りに 来たの か 分らない 親方 

五郎 造 だ つ た。 



吉 治の 怪我で、 彼 はなに か 大変 困った ことに 直面して 

いるら しい 様子だった。 

生命 救助 者 を 装う 髭 蓬々 の 男 は、 濡れて いた 半纏が 

乾いた というので、 これに 着かえ ながら、 そろそろ 

いとま ご け は い 

暇乞い をす る 気色に 見えた。 

「おう、 もうお 帰りです かい。 そうだ、 お前さんの 名 

剌を 一 枚 下さいな。 お礼に ゆか なきやな りません から 

ね」 

すると 半纏 男 は 笑いながら、 

「お礼に は 及びません よ。 それに、 私 は 名刺なん か 

つ .5 しま 

持って いないん です。 月 島 二 丁目に 住んで いる 



うと、 彼 は 気が 気で ない の だと 包み隠さず にいって、 

かんちゅう ひたい ハンカチ ぬぐ 

この 寒中 に 額 に びっしょり とかいた 汗 を 手 巾で 拭つ 

た。 

「幸いお 前さん が、 左官 を やれる というから、 これ は 

もっけの こと だ。 これ も 因縁 だと 思う から、 一 つやつ 

て 見て は」 

「でも、 なんだか 気味が わるいで すね。 秘密の 工事な 

んて」 

「いや、 そう 思う だけの ことで、 やって いる こと は 普 

通の 工事なん だ。 ただ 行く ときと、 帰る ときに、 目 隠 

てまちん 

し をされ ると いう だけの こと さ。 手間賃 は 一 日 七 円 だ _ 



したわが 義勇兵 たちのた め 建立 してあった 忠魂 塔と、 

同じ 形 同じ 大きさの 記念 塔 をもう 一 つ 作って、 わが国 

に 贈ろうと いう 企 てで あ つ た。 

正直な ところ、 わが国 民 は 某 大国の この 好意に 

めんくら か 

面 喰った。 何に つけ 彼に つけ 日本の 邪魔ば かり をして 

ゆいしょ 

いる 憎い 奴 だと 思って いた 某 大国から、 この 由緒 ある 

おどろ 

途方もない 大きな 贈物 をお くられて、 愕 かぬ 者が あ 

ろう ガ 

その 忠魂 塔 は 東京 巿に 建てられる ことにな つた。 そ 

のために 巿の 吏員 は、 敷地 を 公園に もとめて 探し ま 

わった 結果、 S 公園 内に 建てる という ことに 決った。 



して 贈って くれる というの さえ 大変な こと だのに、 そ 

の 上、 昨年 建造した ばかりの 精鋭 マ— ル号を その 荷船 

として 派遣す るなん て、 ちと 大袈裟す ぎる と 思わない 

ゝ I 

力」 

「時局 がら 新造 艦 マ— ル 号の 性能 試験 を やる 意味 も あ 

るん じ やない かね」 

「そんな ことなら、 なにも 極東まで 来なくて もよ さそ 

うな もの だ。 これ は 何 か、 日本 近海の 測量 を 目的に し 

ている のじ やない かな」 

わずら 

「そんなら 何も マ— ル号を 煩わさず とも、 中国 艦隊 

にやら せば いいこと じ やない か」 



けんいんしゃ しゅくしゅく 

牽引車に 積んで、 粛 々 と 巿中を 行進した。 

それ を 見る と 忠魂 記念 塔 は、 長い ままで はなく、 七 

つの 部分に 切断され、 一 つ 一 つが それぞれ 前後 二 台の 

牽引車に よって 搬 ばれて いったの である。 

派遣 部隊の 長 列 は、 町の 大通り を 大きな 音 をた てて 

行進し、 この 塔が 建設され る S 公園の 前 を 通り、 やが 

て 某 大国 大使館の 中に 入った。 

公表 さ れた ところに よると、 この バラ バラの 記念 塔 

ひび 

は、 大使館 内で 荷 を 解かれ、 罅 や 傷の 有無 を 十分に 確 

かめた 上で、 三日 後に は 華々 しく S 公園へ 搬び こまれ、 

盛大な 儀式が 行われる ことにな つていた。 



その 前夜、 大使 パット 氏 は、 AK の スタディ ォ から 

全国中継 を もって、 忠魂 記念 塔の 到着 を 披露し、 

「 どうか 御 安心 下さい。 本国から 随伴して きた 

こ ■ つ しょ ラ 

工廠 技師の 厳密な 試験に よりまして、 七 個から なる 

忠魂 塔の 各 区分に は、 いささかの 罅 も 入って いない 実 

に 立派な ものであると いう こと を 証拠 だてる ことが で 

きました。 いずれ 明日の 式場で、 これ をお 目に 懸けら 

れる わけで ございま すが、 あと は 卓越した 日本の 土木 

建築家の 手に よりまして、 足場 を 組んで 建てて いただ 

くつ もりで ございます」 

あいさつ ひとしお 

などと 挨拶 放送 を やって、 全国民 を また 一 入 感激 さ 



せた のであった。 

てんくう ま 

その 忠魂 記念 塔 は、 今では S 公園 内に 天空 を 摩して 

きぜん 

毅然と 建って いる。 そして 巿民 たち は、 毎日の ように 

この 新 名所の 前に 集まって きて、 かって 欧州の 野に 赤 

き 血潮 を 流した 勇敢なる 日本 義勇兵の 奮戦ぶ り を傯ん 

で、 泪を 催して いるので あった。 

そして 今では、 一 般 国民の 某 大国に 対する 感情 も以 

前と はこと かわり、 たいへん 穏 かにな つたので あるが、 

果して 某 大国 はわが 帝国に 心からなる 敬愛 を 捧げて く 

れ ている のであろう か。 

いや、 それ は 残念ながら、 そうではなかった ようで 



いえ、 この 吉 治に 心ならず も 傷害 を 与えた 正木 正 太と 

いう 左官 こそ、 とりもなおさず 帆 村 探偵の 仮称に ちが 

いなかつ たので ある。 

身^りの 探貞 

あとがま 

左官 正 太 を 名乗る 帆 村 探偵 は、 巧みに 吉 治の 後釜に 

入り こんだ。 

その 翌朝 は、 親方 五郎 造から 注意され たと おり、 午 



くぐ 

に また 一 つの 潜り戸が あって、 それ を 婆さんが 開けて 

くれた。 

そこ を 潜る と、 黴く さい 真暗な 倉庫の 中に 出る。 妙 

なと ころへ 連れ こまれた な あと 思って いるう ちに 眼が 

やみ 

暗に なれて くる。 すると この だ だつ 広い 倉庫の 中に、 

牛乳 を搬 ぶのに 使うよう な 一 台の 箱 型 トラックが 置い 

て あるのに 気が ついた。 

すると 何処から ともなく 人が 出て きて、 この 運転台 

しょ < 

に 乗った。 別の 人が、 ぱっと 五燭の 電灯 をつ けた。 

ずきん 

その 人 は 妙な 形の 頭巾 を もっていて、 それ を 五郎 造の 

率いる 一行の 一人 一 人の 頭の 上から す ぼり と 被せた。 



長い 廊下 を 手 を 引き合って 歩いて ゆく と、 やがて 扉の 

明く 音が して、 一 行 はまた その 中に 導き 入れられた。 

すると 一緒につ いてきた 番人が、 頭巾の 錠 をが ちゃん 

がちゃんと 外して くれた。 帆 村 は 頭巾 を かなぐり 脱ぐ 

と、 深い 息をしながら、 あたり を 見廻した。 

(なるほど、 ここ だ。 あの 聴取 書に 書いて あった 三百 

坪の 天井の 高い 工場と はこ この こと をい うの だな) 

話に あつたと おり 窓が 一 つもない。 電灯 は 煌々 とつ 

いていて 昼間の ように 明るい が、 ここにい たので は 昼 

だか 夜 だか 分らない。 

いんそつ 

五郎 造 は 引率して きた 五 人の 左官 を 呼び あつめる と、 



とんとん とんとん という 具合に なめらかに 行かず、 或 

ひっかか 

ると ころで 引懸 るよう に とんとん とんと とんと いう 特 

徴の ある 音 をた てること であった。 歯車の 歯の 一 つが 

欠けて いるの か、 或は また 口 ー プ にくび たと ころで も 

あるの か、 とにかく 不整な 響 を 発する のであった。 

「こいつ は 締めた。 もっと 早く 気がつけば よかつたん 

だが」 

よろこ 

帆 村 は 躍り あがって 悦ん だ。 彼 はとん とんとんと 

ふせ ハ おん 

とんと いう 不整 音の 地 響 を、 どう 利用す るつ もリ であ 

) ) ^ o 

ろう 力 

彼 はすぐ さま 家 を 飛び だして、 帝国 大学の 地震学 教 



みまが 

彼の 三人の 士官 こそ は、 見紛 うかた なく 某 大国の 海 

軍 士官であった。 五郎 造 は 新聞紙 上に、 ニュ— ス 映画 

に、 また S 公園に おける 忠魂 塔 除幕式の 日に、 その 某 

大国 将兵の 制服 をい くどと なく 見て 知ってい たので あ 

る。 

(夢を見て いるので はない か) 

ふとち も 

と 疑って、 太股 を ぎゅっと つねって みたが、 やはり 

痛い。 だから これ は 夢で はない。 

夢で はない としたら、 この 場の 有様 は、 なんという 

せんりつ 

戦慄す ベ き y J とで はな い か。 

砲 架の 上 を 歩いて いた 士官 は、 松 監督 を さし 招く と、 



ん だな。 俺 はもう 今から 仕事 をし ない ぞ。 日本の 国内 

にこん な 物騒な もの を 据えつ ける ような 卑怯な 国の 人 

間に、 いい 具合に こきつかわれて たまる もの か」 

いのち 

「なんでも いいから 早く やれ、 さもないと お前の 生命 

は 無い ぞ。 ぐずぐず すれば こっちの 生命まで 危 いわ」 

松 監督 はしき りに 五郎 造 をつ つ つくが、 五郎 造 はも 

うなん とい つても 云う こと を 聞かなかった。 

砲 架の 上に いた 外国 士官 は、 それ を 見る とっかつ か 

り ゆ 1 つちよ ラ 

と 降りて きた。 そして 流暢な 日本語で、 

「貴方、 なぜ 早く やり ませぬ か。 云う とおり しないと 

この 大砲 を 撃ちます よ。 この 砲口 は どこ を 狙って いる 



う ， J と を 聞かな いと、 やむ を 得ず こ の 大砲 を 撃た ねば 

なりません。 どっちに します か」 

と、 目の 碧い 士官 は、 五郎 造 をつ かまえて 子供 だま 

しのよう な こと をい つた。 しかし その 脅しの 文句の 中 

にも、 いまこの 巨砲が 某 官庁に 照準せられ ている とい 

うの は 本当な のであろう。 測量 学の 発達して いる 今日、 

大砲の 射手が 目標 を 見て 狙わな くと も、 他の 方法で 観 

測した 結果に より、 目標 を 見ず ともう まく 照準 をつ け 

る ことができる わけだった。 ああし かし、 この 恐る ベ 

卜 タン 

き 攻城 砲が 亜鉛 屋根の 下に 隠されて いるなん てこと を、 

誰が 知ってい るだろう か。 



なんとかし てこの 大 秘密 を 知らせる 方法 はない もの 

か。 五郎 造 はもう 自分の 生命の ことな ど は 思い あきら 

めた。 

そのと きで あ つ た。 

まっさお 

奥まった 扉が がらつ と 開かれる と、 顔 を 真青に した 

某 大国 士官が、 一隊の 兵士 を 連れてと びこんで きた。 

「大佐 どの、 大変であります。 いま 九 機から 成る 日本 

じゅうばく 

の 重爆が 現れて 上空 を 旋回して います。 どうやら こ 

, .1 うじよ うほうる い 

の 攻城 堡塁 が 気づかれた ようです ぞ」 

「なに、 重爆が 旋回 飛行 を やって いるって？ それ は 

本当の ことか」 



「本当です とも。 ああ、 あのと ぉリ 聞え るで はあり ま 

せんか、 敵機の 爆音が …… 」 

「うむ、 なるほど。 これ はいけ ない。 東京 要塞 長 は ど 

こに いられる だろう。 すぐ 指揮 を 仰がねば ならぬ」 

そういって いると ころへ、 けたたましい 電話の ベル 

が 鳴った。 

大佐と いわれた 士官 は その 方へ 飛びつ いていつ たが、 

受話器 を 握 つ て 大声に 喚 いた。 

「 —— はつ、 そうであります か。 こっちの 用意 は 出来 

ています。 いつでも 発射で きます。 はつ、 すぐ 攻撃し 

ろと w 有る のです か。 畏 りました。 では 号令 を かけ ま 



せんしょう 

今でも 帆 村荘六 は、 あの 〃東京 要塞， と 僭称して い 

た 某 大国の 秘密 砲台の 位置 発見に 大功 をた てた 自記 地 

ガラス 

震 計の ドラム を 硝子 張りの 箱に 入れて、 自慢そう に 

持って いる。 その 黒い ドラムの 上に は、 あの 特徴の あ 

る とんとん とんと とんと いう 地 響が 白い 線で もつ て 美 

しい 震動 曲線 を 描かれて あった。 そして その 下に は、 

「昭和 X 年 十二月 七日、 某 大国 大使館 裏にて 観測」 と 

説明が うってあった。 そして 彼 は 得々 として 客に 云う 

のであった。 

「 —— だから 僕 はい つも 機会 ある ごとに 唱えて いた も 

のです よ。 外国の 大使館 なんても の は、 すくなくとも 



丸の 内 界隈に 置い とく もの じ やない とね。 あの "東京 

要塞， の 巨砲です か。 あれ は マ— ル 号が 本国から 持つ 

てきたん です よ。 どうして といって、 つまり あの 忠魂 

記念 塔 の 中に 隠して 大使館 内に 持ち こんだ のです よ。 

あたま 

全く 某 大国に も 頭脳の いい 人が いますよ」 
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